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連続鋳造法による低炭素硫黄快削鋼の製造とその品質特性 

Development of a Low Carbon Resulphurized Free Cutting Steel by Continuous Casting, 

and its Properties 
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要旨 : 

当社では低炭素硫黄快削鋼の連続鋳造による製造技術を確立した。連続鋳造に際しては，

気泡発生ならびに耐火物溶損などの制御が重要である。それらに対しては脱酸制御技術お

よび適正耐火物の選定などにより健全な鋳片の製造が可能となった。連鋳材の特徴は，造

塊材に比較し紡錘形の硫化物が安定して得られること，および硫化物サイズは小さいが均

一分布することで，被削性は劣化することなく，冷鍛性もすぐれる。以上のことから硫黄

快削鋼は品質特性，省エネルギーおよび歩留り向上などの観点から，連鋳法による製造が

今後の主流プロセスになると考える。 

 

Synopsis : 

A technique for continuous casting of low-carbon resulphurized free cutting steel has 

been established at Mizushima Works. Inhibiting the generation of blow holes and the 
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